
イ
テ
に
お
い
て
武
装
解
除
を
受
け
た
が
、
そ
の
時
の
中
隊
生
存
者

は
五
十
崎
隊
長
代
理
以
下
僅
か
に
五
人
で
あ
っ
た
。

私
の
軍
隊
日
誌
（
ル
ソ
ン
戦
末
期
）　 

岐
阜
県
　
藤
川
一
男
　 

大
正
十
年
名
古
屋
で
生
ま
れ
、
昭
和
十
六
年
甲
種
合
格
と
な

る
。
遠
州
浜
松
在
、
三
方
ケ
原
九
十
七
部
隊
へ
十
七
年
入
隊
す
る
。

甲
種
幹
部
候
補
生
と
し
て
水
戸
陸
軍
飛
行
学
校
へ
入
校
、
十
八
年

二
月
卒
業
と
同
時
に
昭
南
島
「
カ
ラ
ン
」
第
三
航
空
軍
第
二
十
四

飛
行
場
大
隊
へ
初
年
兵
を
い
ん
そ
つ
し
、
見
習
士
官
と
し
て
赴
任

す
る
。
十
八
年
九
月
「
ジ
ャ
カ
ル
タ
」
へ
行
き
十
四
年
飛
行
場
大
隊
は

移
駐
の
た
め
、
私
は「
ジ
ャ
カ
ル
タ
」
飛
行
場
整
備
班
長
と
な
り
、

「
ス
ラ
バ
ヤ
」「
マ
ラ
ン
」「
ボ
ゴ
ー
ル
」「
カ
リ
ヂ
ャ
チ
」「
バ
ン
ド

ン
」「
パ
リ
ギ
」「
ダ
リ
ヤ
」「
ダ
シ
ク
マ
ラ
ヤ
」
等
を
ま
わ
り
大
小

さ
ま
ざ
ま
な
飛
行
場
を
知
る
こ
と
が
出
来
た
。

翌
十
九
年
四
月
昭
南
「
テ
ン
ガ
ー
」
飛
行
第
七
十
七
戦
隊
整
備

隊
長
と
し
て
赴
任
す
る
。
着
任
し
て
み
る
と
、
こ
の
戦
隊
は

「
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
ホ
ー
ラ
ン
ヂ
ャ
」
に
お
い
て
戦
隊
長
以
下
戦

死
し
、
生
き
残
り
の
中
野
少
尉
が
少
数
の
兵
と
共
に
戦
力
を
回
復

す
る
た
め
の
戦
隊
で
あ
っ
た
。
い
ん
そ
つ
の
補
充
兵
を
引
渡
す
と

同
時
に
昭
南
島
「
セ
ン
バ
ワ
ン
」
第
十
七
練
成
飛
行
隊
に
充
用
さ

れ
る
。
十
九
年
十
月
十
五
日
比
島「
マ
ニ
ラ
」
南
方
総
軍
航
空
兵
器部

付
と
な
る
。
情
報
に
よ
れ
ば
、
総
軍
は
西
貢
に
転
進
中
。
十
月
十

八
日
第
四
航
空
軍
司
令
部
付
で
十
一
月
四
日
四
航
軍
へ
赴
任
の
た

め
森
少
将
に
随
行
「
カ
ラ
ン
」
飛
行
場
離
陸
。
同
日
「
マ
ニ
ラ
」

「
ニ
ル
ソ
ン
」
飛
行
場
に
侵
入
を
は
か
る
も
上
空
敵
機
で
不
能
と

な
り
海
上
退
避
後
や
っ
と
着
陸
す
る
。
状
況
す
こ
ぶ
る
悪
る
し
。

宿
舎
に
入
る
も
「
空
襲
サ
イ
レ
ン
」
燈
火
管
制
と
な
ん
と
も
落
ち

着
か
な
い
。

第
四
航
空
軍
司
令
官
富
永
中
将
に
森
少
将
と
共
に
申
告
を
し
、

同
時
に
司
令
官
よ
り
口
頭
に
よ
り
四
航
軍
航
空
兵
器
部
付
「
小
沢

大
佐
」
勤
務
と
な
る
。
本
当
に
あ
わ
た
だ
し
い
な
か
で
推
移
し
た
。

管
制
下
の
暗
い
な
か
で
毎
日
が
過
ぎ
た
。
飛
行
機
補
充
が
ま
ま
な



ら
ぬ
間
に
二
十
年
一
月
元
旦
を
迎
え
、
司
令
部
の
周
囲
は
管
制
で

暗
く
ゲ
リ
ラ
の
横
行
も
あ
り
不
安
が
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。

戦
況
利
あ
ら
ず
で
司
令
官
も
安
眠
ま
ま
な
ら
ず
と
か
。
四
日
に

な
る
と
突
然
状
況
悪
化
の
た
め
バ
ン
バ
ン
へ
移
駐
し
、
六
日
米
軍

「
リ
ン
ガ
エ
ン
」
上
陸
を
受
信
す
る
。
戦
況
は
急
を
告
げ
九
日
「
エ

チ
ア
ゲ
」
バ
ン
バ
ン
に
集
結
を
断
念
。
全
司
令
部
要
員
は
「
バ
ン

バ
ン
」
の
楠
田
少
佐
の
指
揮
に
入
る
。
第
四
航
空
軍
司
令
部
は
戦

力
回
復
の
た
台
湾
に
転
進
を
始
め
る
。
楠
田
少
佐
以
下
「
バ
ン
バ

ン
」
要
員
は
「
サ
ン
チ
ャ
ゴ
」
に
集
結
す
る
。

昭
和
二
十
年
二
月
一
日
、
司
令
部
要
員
は
四
日「
マ
ニ
ラ
」
を

捨
て
、
こ
の
時
点
よ
り
我
々
は
転
戦
彷
徨
、
敗
走
、
降
伏
の
道
を

た
ど
る
運
命
と
な
っ
た
。
以
下
、
日
を
追
っ
て
記
憶
を
た
ど
る
こ

と
と
し
た
。

昭
和
二
十
年
二
月
一
日
、
第
四
航
空
軍
司
令
部
ル
ソ
ン
派
遣
隊

編
成
の
た
め
「
サ
ン
チ
ャ
ゴ
」「
ソ
ラ
ノ
」
司
令
部
残
置
人
員
を
統

合
編
成
す
る
。
派
遣
隊
長
―
―
楠
田
少
佐
、
副
官
―
―
藤
川
少
尉
。

三
月
五
日
第
五
輸
送
隊
編
成
（
サ
ン
チ
ャ
ゴ
）
尚
武
兵
端
監
洪
中

将
の
指
揮
下
に
入
る
。
輸
送
隊
長
―
―
楠
田
少
佐
、
副
官
―
―
藤

川
少
尉
。
三
月
二
十
一
日
、
臨
時
独
立
第
二
歩
兵
団
長
の
指
揮
に

入
る
。
五
月
二
十
日
、
臨
時
歩
兵
大
隊
編
成
、
兵
站
監
直
轄
と
な

る
。
五
月
二
十
九
日
、
楠
田
大
隊
主
力
「
バ
ン
バ
ン
」
到
着
同
時

に
尾
田
中
佐
の
指
揮
下
に
入
ら
し
め
ら
れ
「
ア
リ
タ
オ
」
に
前
進
。

到
着
と
同
時
に
筑
波
山
麓
の
西
側
高
地
に
陣
地
構
築
す
る
。

六
月
一
日
、
偵
察
布
陣
。
六
月
三
日
、
作
業
完
了
任
務
に
つ
く
、

敵
は
「
ア
リ
タ
オ
」
に
向
い
猛
進
撃
の
た
め
我
が
方
は
、
敵
戦
車

撃
滅
隊
が
敵
の
攻
撃
を
受
け
、
そ
の
機
能
を
う
し
な
え
り
と
の
報

が
続
く
。
六
月
四
日
、
敵
「
ア
リ
タ
オ
」
へ
進
出
、
第
二
中
隊
敵

の
火
砲
に
よ
り
損
害
大
な
り
。
大
隊
行
李
連
絡
を
た
つ
。
損
害
き

わ
め
て
大
な
り
。
六
月
五
日
、
前
日
に
続
い
て
敵
の
砲
撃
続
く
が

我
が
方
守
勢
あ
る
の
み
。
弾
薬
火
砲
極
め
て
劣
勢
で
い
か
ん
と
も

な
し
が
た
し
。
座
す
よ
り
は
と
、
各
隊
斬
り
こ
み
を
は
か
る
、
戦

果
き
わ
め
て
少
な
り
。
刻
々
と
損
害
は
増
す
ば
か
り
で
あ
る
。
六

月
六
日
、
敵
機
動
部
隊
「
ア
リ
タ
オ
」
に
進
入
、
兵
站
路
を
完
全

に
■
断
さ
れ
る
。
第
一
中
隊
上
野
小
隊
連
絡
を
た
つ
。
敵
の
砲
撃

と
飛
行
機
に
よ
り
制
圧
さ
れ
、
な
す
す
べ
も
な
し
。
大
隊
は
司
令

部
と
連
絡
を
と
り
つ
つ
戦
闘
を
続
行
、
陣
地
を
撤
収
す
る
。
鉄
兵

団
（
第
十
師
団
）
も
連
絡
な
し
。
第
一
中
隊
連
絡
を
た
つ
。
六
月

九
日
、
第
二
中
隊
途
中
「
マ
マ
ヤ
ン
」
部
落
付
近
に
て「
ゲ
リ
ラ
」



と
交
戦
損
害
を
受
け
る
。
六
月
十
三
日
、
第
一
中
隊
中
村
少
尉
以

下
六
人
、
鉄
兵
団
司
令
部
へ
連
絡
の
た
め
出
張
。
本
当
に
御
苦
労

様
、
無
事
任
務
を
終
え
帰
還
さ
れ
る
よ
う
、
心
中
よ
り
祈
る
。
六

月
四
日
、
交
戦
中
の
不
明
者
無
事
復
帰
す
る
。
六
月
八
日
、
連
絡

を
た
っ
た
第
一
中
隊
よ
り
連
絡
兵
到
着
、
そ
の
後
の
行
動
判
明
せ

り
。
六
月
十
四
日
、
付
近
の
住
民
よ
り
敵
歩
兵
部
隊
約
六
十
人
、

迫
撃
砲
を
も
っ
て
「
モ
ン
ギ
ヤ
」
部
落
学
校
付
近
に
侵
入
せ
り
、

と
の
情
報
を
入
手
す
る
。
六
月
十
五
日
、
大
隊
を
分
散
配
置
。
六

月
十
六
日
、
第
二
中
隊
中
井
少
尉
を
将
校
斥
候
と
し
て
状
況
偵
察

に
出
す
。
六
月
六
日
、
連
絡
を
た
っ
た
第
一
中
隊
上
野
小
隊
復
帰

す
る
。
六
月
十
七
日
、
中
井
将
校
斥
候
よ
り
報
告
あ
り
、
敵
情
「
モ

ン
ギ
ヤ
」
学
校
西
方
五
十
メ
ー
ト
ル
高
地
に
迫
撃
砲
四
門
を
兵
力

五
十
か
ら
六
十
の
も
よ
う
。
第
一
中
隊
宿
営
地
東
南
方
二
十
メ
ー

ト
ル
の
高
地
を
砲
撃
中
。
し
だ
い
に
東
方
に
移
動
し
つ
つ
あ
り
。

六
月
十
八
日
、
大
隊
は
鉄
兵
団
経
理
部
糧
秣
輸
送
を
援
助
の
た
め

「
ビ
ノ
ン
」
東
方
部
落
に
移
駐
す
る
。
六
月
二
十
一
日
、
大
隊
は
重

機
分
隊
を
の
ぞ
き
鉄
兵
団
輜
重
第
十
連
隊
長
の
指
揮
下
に
入
る
。

大
隊
主
力
は
「
カ
シ
ブ
」
に
あ
り
て
糧
秣
を
蒐
集
並
び
に
輸
送
に

任
じ
る
た
め
「
カ
シ
ブ
」
に
向
け
出
発
す
る
。
六
月
二
十
二
日
、

藤
川
少
尉
は
第
二
中
隊
と
連
絡
、
こ
れ
が
誘
導
の
た
め
残
置
。
二

十
三
日
夕
刻
「
カ
シ
ブ
」
に
向
け
出
発
の
予
定
。
六
月
二
十
三
日
、

鉄
兵
団
司
令
部
に
十
三
日
派
遣
の
中
村
少
尉
以
下
六
人
任
務
を
終

え
無
事
「
ビ
ノ
ン
」
に
帰
還
。
敵
中
を
か
い
く
ぐ
り
、
暗
夜
野
を

抜
け
山
中
に
ひ
そ
ん
で
の
辛
苦
思
う
だ
に
惨
酷
の
き
わ
み
と
い
う

ほ
か
な
し
。
任
務
と
は
と
き
と
し
て
か
く
も
非
情
な
も
の
な
の

か
。
全
員
無
事
で
あ
っ
た
の
が
唯
一
の
救
い
で
あ
っ
た
。
二
十
時
、

中
村
少
尉
ほ
か
五
人
休
む
間
も
な
く
「
カ
シ
ブ
」
に
同
行
出
発
す

る
。
六
月
二
十
四
日
、
敵
飛
行
機
の
襲
撃
を
山
頂
に
さ
け
潜
伏
。

夕
方
「
カ
シ
ブ
」
へ
向
け
出
発
す
る
。
六
月
二
十
五
日「
カ
シ
ブ
」

へ
先
発
の
浦
山
小
隊
に
一
泊
す
る
。
六
月
二
十
六
日
、
大
隊
本
部

「
カ
シ
ブ
」
に
到
着
。
大
隊
は
「
コ
ン
コ
ン
」
の
峠
の
警
備
に
つ
く
。

六
月
二
十
七
日
、
大
隊
は
鉄
兵
団
司
令
部
経
理
部
長
の
指
揮
下
に

入
ら
し
め
ら
る
。

七
月
二
日
、
大
隊
は
「
コ
ン
コ
ン
」
部
落
に
移
動
、
途
中
「
ゲ

リ
ラ
」
に
遭
遇
応
戦
、
弾
薬
の
浪
費
は
厳
禁
、
保
身
の
た
め
に
射

つ
弾
も
補
給
は
な
し
。
た
だ
、
敵
を
さ
け
遭
遇
せ
ざ
る
を
祈
る
の

み
。
今
日
も
損
害
を
受
け
る
。
七
月
九
日
、
宿
営
地「
コ
ン
コ
ン
」

付
近
に
「
ゲ
リ
ラ
」
の
襲
撃
を
受
け
応
戦
。
弾
薬
が
欲
し
い
。
今



日
も
損
害
を
受
け
る
。
七
月
十
二
日
、
大
隊
は
「
ピ
ナ
パ
ガ
ン
」

転
進
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
七
月
十
四
日
、
大
隊
は
「
ピ
ナ
パ
ガ
ン
」

に
向
け
転
進
を
開
始
す
る
。
大
隊
は
夜
間
の
行
動
を
主
と
し
、
日

中
は
敵
を
さ
け
、
■
■
地
に
野
営
す
る
こ
と
と
な
る
。
以
降
は
大

隊
間
の
連
絡
命
令
下
達
も
困
難
を
き
わ
め
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

の
で
、
各
隊
連
絡
不
能
と
な
り
た
る
時
は
東
海
岸
に
目
標
を
取

り
、
行
軍
続
行
を
指
示
さ
れ
る
。

こ
れ
を
さ
か
い
に
山
中
転
進
の
苦
闘
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

七
月
十
五
日
、
今
日
も
夜
行
軍
、
日
中
敵
機
を
さ
け
野
営
、
大
隊

長
以
下
糧
秣
を
背
に
山
中
行
軍
で
し
か
も
夜
間
の
行
動
で
あ
る

が
、
大
半
が
初
め
て
の
経
験
で
あ
る
。
七
月
十
六
日
、
前
日
に
続

き
夜
行
軍
。
背
負
っ
た
米
の
な
ん
と
重
い
こ
と
か
、
先
の
こ
と
が

思
い
や
ら
れ
る
。
七
月
十
七
日
、
な
ん
と
砂
糖
の
甘
い
こ
と
、
今

日
も
重
い
米
が
苦
に
な
る
。
あ
と
に
な
っ
て
背
に
く
い
込
む
痛
さ

を
思
い
出
し
、
米
の
有
難
さ
が
身
に
し
み
る
。
七
月
十
八
日
、
早

く
も
塩
の
大
切
さ
を
お
し
え
ら
れ
る
。
七
月
十
九
日
、
行
軍
六
日

間
を
へ
て
背
の
荷
は
軽
く
な
り
、
痛
い
方
が
良
か
っ
た
と
は
な
ん

と
勝
手
な
も
の
か
。
さ
す
が
に
山
育
ち
の
者
は
塩
・
火
・
米
を
実

に
大
切
に
す
る
。
太
陽
の
有
難
さ
も
格
別
で
あ
っ
た
。
七
月
二
十

日
、
今
日
は
大
ト
カ
ゲ
を
捕
獲
し
久
し
ぶ
り
に
明
る
い
話
題
が
出

来
た
。
七
月
二
十
一
日
、「
マ
ッ
チ
」
が
無
く
な
り
役
に
た
た
ぬ

「
ラ
イ
タ
ー
」
だ
け
が
残
り
困
っ
て
い
る
と
、
何
処
か
ら
か
火
打
ち

石
が
姿
を
あ
ら
わ
し
た
。
こ
れ
も
山
育
ち
の
者
の
生
活
の
知
恵
で

あ
っ
た
。
た
だ
、
感
謝
あ
る
の
み
。

本
日
も
少
な
い
中
身
な
が
ら
な
ん
と
か
腹
を
満
た
す
。
当
番
兵

が
大
蝙
蝠
を
持
っ
て
き
た
。
背
の
高
い
大
木
に
ぶ
ら
さ
が
っ
て
い

る
の
を
射
止
め
た
と
い
っ
て
大
は
し
ゃ
ぎ
の
様
子
で
あ
っ
た
。
七

月
二
十
二
日
、
湿
気
の
多
い
山
中
に
入
る
。
標
高
も
相
当
な
も
の

で
あ
ろ
う
、
行
軍
し
て
い
る
私
の
首
す
じ
に
も
「
ヒ
ル
」
が
落
ち

る
。
痛
い
と
感
ず
る
や
取
っ
て
手
が
す
ば
や
く
口
へ
い
く
。
こ
と

ほ
ど
さ
よ
う
に
空
腹
の
転
進
で
あ
る
。
七
月
二
十
三
日
、
細
流
近

く
の
小
休
止
中
「
サ
ワ
ガ
ニ
」
を
み
つ
け
、
我
先
に
と
口
に
運
ぶ
。

な
ん
と
速
い
こ
と
、
空
腹
は
嫌
い
だ
。

七
月
二
十
四
日
、
糧
秣
の
補
給
は
な
し
、
薬
品
は
欠
乏
、
栄
養

失
調
に
よ
る
「
マ
ラ
リ
ヤ
」
患
者
続
発
す
る
も
自
力
に
よ
る
克
服

の
ほ
か
な
し
。
落
伍
者
続
出
の
連
日
な
り
。
七
月
二
十
五
日
、

我
々
の
移
動
跡
に
は
必
ず
歩
行
不
能
の
残
留
者
が
毎
日
の
よ
う
で

あ
る
。
七
月
二
十
六
日
、
今
日
の
転
進
中
も
先
発
隊
の
残
留
者
が



枕
を
な
ら
べ
救
援
を
待
ち
望
ん
で
い
る
。
目
は
口
ほ
ど
に
も
の
を

い
う
と
は
こ
の
こ
と
か
、
私
も
栄
養
失
調
で
部
隊
の
掌
握
だ
け
で

精
一
杯
。
何
と
情
け
無
い
こ
と
か
。
気
力
を
ふ
り
し
ぼ
れ
藤
川
、

と
わ
れ
を
励
ま
す
。
七
月
二
十
七
日
、
栄
養
失
調
と「
マ
ラ
リ
ヤ
」

熱
で
死
亡
多
数
。
七
月
二
十
八
日
、
今
日
も
熱
発
者
続
出
。
七
月

二
十
九
日
、
熱
望
の
部
落
に
到
着
。
現
地
の
「
タ
ロ
芋
」
に
よ
り

空
腹
を
久
し
ぶ
り
に
み
た
す
。
残
留
の
熱
発
者
に
す
ま
な
い
と
わ

び
る
。
七
月
三
十
日
、
た
だ
ち
に
残
留
者
の
救
出
に
全
力
を
つ
く

す
と
同
時
に
無
事
を
祈
る
。
休
養
室
宿
舎
の
設
営
に
か
か
る
。
七

月
三
十
一
日
、
残
留
者
を
救
出
し
た
時
の
喜
び
は
ひ
と
し
お
で

あ
っ
た
。
同
時
に
宿
舎
で
久
方
ぶ
り
に
安
■
を
お
ぼ
え
た
。
第
二

中
隊
古
池
中
尉
戦
死
の
連
絡
あ
り
。
出
発
よ
り
約
二
十
日
、
山
岳

地
帯
に
お
け
る
体
験
は
思
い
出
と
し
て
何
時
ま
で
も
残
る
。
真
面

目
に
生
き
抜
い
て
き
た
こ
と
は
戦
友
と
の
追
憶
の
中
で
語
り
ぐ
さ

と
な
ろ
う
。

八
月
一
日
、
第
一
中
隊
小
林
中
隊
長
連
絡
の
た
め
本
部
へ
。
八

月
四
日
、
大
隊
本
部
第
一
中
隊
「
ピ
ナ
パ
ガ
ン
」
に
向
か
う
。
八

月
五
日
、
第
二
中
隊
目
的
地
に
到
着
す
る
。
八
月
七
日
、
本
部
移

動
中
に
大
蛇
を
捕
獲
す
、
全
長
二
メ
ー
ト
ル
余
。
八
月
八
日
、
本

部
第
一
中
隊
目
的
地
に
入
る
。
八
月
九
日
、
大
隊「
ピ
ナ
パ
ガ
ン
」

集
結
完
了
。
藤
川
少
尉
、
中
尉
に
進
級
、
第
二
中
隊
長
と
な
る
。

八
月
十
六
日
、
敵
飛
行
機
よ
り
の
落
下
傘
宣
伝「
ビ
ラ
」
に
よ

り
講
和
を
知
る
も
現
地
に
降
伏
の
き
ざ
し
な
し
。
日
々
の
糧
秣
に

困
窮
す
る
。
菊
の
葉
・
バ
ナ
ナ
と
蒐
集
の
明
け
暮
れ
で
あ
る
。
あ

の
背
に
く
い
込
ん
だ
重
い
米
の
感
触
が
思
い
出
さ
れ
る
。
八
月
二

十
日
、
下
見
部
隊
「
ラ
ヂ
オ
」
に
よ
り
、
状
況
入
手
。
東
郷
外
相

声
明
「
ポ
ツ
ダ
ム
」
八
個
条
の
条
件
を
も
っ
て
講
和
の
用
意
あ
り

と
。
八
月
二
十
二
日
、
細
川
軍
曹
以
下
四
人
情
報
蒐
集
の
た
め
出

張
。
八
月
二
十
三
日
、
大
隊
は
糧
秣
蒐
集
の
た
め
原
田
以
下
十
人

「
ピ
ナ
ラ
パ
ッ
ト
」
付
近
に
向
け
出
発
。
下
見
隊
へ
情
報
入
手
の
た

め
中
井
少
尉
を
派
遣
す
る
。

八
月
二
十
四
日
、
駐
屯
地
最
高
指
揮
官
徳
永
大
佐
に
異
状
事
態

下
の
駐
屯
申
告
の
た
め
第
二
中
隊
長
出
張
。
八
月
二
十
五
日
、「マ

ニ
ラ
湾
上
に
於
て
第
一
回
会
談
」
実
施
の
八
月
二
十
三
日
付
情
報

入
手
す
る
内
容
次
の
如
し
。

一
、
八
月
三
十
一
日
、
東
京
湾
「
ミ
ゾ
リ
ー
」
艦
上
調
印
。

二
、
米
国
武
装
軍
七
千
五
百
人
中
三
千
人
横
須
賀
に
上
陸
。

三
、
横
須
賀
駐
在
の
武
装
せ
る
日
本
軍
隊
は
横
須
賀
よ
り
撤
退



す
る
こ
と
。

四
、
二
十
五
日
を
期
し
日
本
国
籍
の
飛
行
機
は
地
上
に
あ
る
こ

と
。

五
、
艦
船
は
指
定
せ
る
港
湾
に
入
る
こ
と
。

六
、
潜
水
艦
は
水
上
に
浮
上
し
白
旗
を
掲
げ
指
定
せ
る
所
ま
で

進
む
こ
と
。

七
、
会
談
に
は
各
国
参
加
の
こ
と
。
各
国
と
は
米
英
ソ
支
濠
、

ミ
ニ
ッ
ツ
参
加
（
ホ
ノ
ル
ル
）

八
月
二
十
六
日
、
大
隊
は「
ダ
ビ
ッ
ク
」
方
面
前
進
の
た
め
先

発
と
し
て
樺
沢
少
尉
の
小
隊
を
糧
秣
蒐
集
並
び
に
設
営
の
た
め
派

遣
す
る
。

九
月
一
日
、
大
隊
主
力
立
野
曹
長
以
下
「
ダ
ビ
ッ
ク
」「
マ
サ

ヤ
」
に
向
け
出
発
。
連
絡
所
開
設
の
た
め
藤
川
中
尉
以
下
三
人
残

置
連
絡
任
務
に
つ
く
。
九
月
五
日
、「
カ
シ
ブ
」
入
院
中
の
森
軍
曹

退
院
帰
隊
。
先
発
せ
る
立
野
曹
長
誘
導
の
た
め
帰
隊
す
る
。
九
月

七
日
、
八
月
十
八
日
付
米
軍
「
マ
ニ
ラ
」
司
令
部
発
行
落
下
傘

「
ニ
ュ
ー
ス
」
入
手
、
日
本
降
伏
。
九
月
八
日
、
中
井
少
尉
マ
ラ
リ

ヤ
熱
発
就
寝
。
九
月
九
日
、
立
野
曹
長
以
下
任
務
を
終
え
帰
隊
す

る
。
原
田
曹
長
以
下
糧
秣
蒐
集
の
任
務
を
は
た
し
「
ピ
ナ
ラ
パ
ッ

ト
」
よ
り
損
害
を
受
け
悲
し
み
の
内
に
帰
隊
す
る
。
中
井
少
尉
治

癒
、
任
務
に
つ
け
り
。
糧
秣
、
薬
品
欠
乏
し
、
栄
養
失
調
発
熱
す

る
も
の
が
つ
づ
く
。
大
隊
は
毎
日
天
候
と
糧
秣
に
支
配
さ
れ
す
ぎ

て
行
く
、
こ
れ
で
よ
い
も
の
か
。
九
月
十
日
、
六
月
六
日
「
ア
リ

タ
オ
」
転
進
以
来
「
ラ
ジ
オ
」
無
線
皆
無
「
ニ
ュ
ー
ス
」
傍
受
不

能
の
た
め
「
デ
マ
」
の
横
行
し
き
り
。
敵
飛
行
機
に
よ
る
落
下
傘

「
ニ
ュ
ー
ス
」
で
知
る
だ
け
で
あ
る
。
今
日
の「
ニ
ュ
ー
ス
」
一
、

満
州
は
支
那
が
占
領
。
二
、
朝
鮮
は
米
国
が
占
領
。
三
、
東
京
は

灰
燼
と
な
り
、
復
興
に
は
米
国
が
手
を
貸
し
て
い
る
。
四
、
米
英

ソ
支
の
政
治
顧
問
が
日
本
に
く
る
。
以
上
の
思
い
も
よ
ら
な
い
も

の
ば
か
り
だ
。「
ピ
ナ
パ
ガ
ン
」
駐
屯
下
見
大
隊
よ
り
入
手
の

「
ニ
ュ
ー
ス
」

も
い
つ
に
変
わ
ら
ず
不
安
の
材
料
と
な
っ
て
い
る
。

な
に
よ
り
も
皆
が
内
地
の
「
ニ
ュ
ー
ス
」
に
飢
え
て
い
る
。
連
日

の
糧
秣
蒐
集
で
部
隊
は
必
死
で
苦
労
し
て
い
る
。
本
日
久
し
ぶ
り

に
「
バ
ナ
ナ
」
一
人
に
十
本
の
配
給
あ
り
。
四
本
か
ら
五
本
が
毎

日
の
夕
食
で
あ
る
。
最
近
特
に
熱
発
者
が
続
出
し
、
つ
い
に
「
キ

ニ
ー
ネ
」
が
底
を
つ
き
、
新
し
き
敵
「
マ
ラ
リ
ヤ
」
と
毎
日
が
苦

闘
で
あ
る
。「
バ
ナ
ナ
」

の
木
を
氷
■
が
わ
り
に
し
お
世
話
に
な
っ

た
。



九
月
十
二
日
、
九
月
十
一
日
駐
屯
地
会
報
並
び
に
命
令
受
領
。

九
月
十
日
鉄
兵
団
へ
方
面
軍
よ
り
軍
使
到
着
。
師
団
は
近
く
「
ヨ

ネ
ス
」
に
集
結
予
定
、
同
日
、
楠
田
大
隊
は
師
団
直
轄
と
な
る
。

鉄
作
命
甲
第
三
〇
三
号
第
十
師
団
命
令

一
、
軍
は
大
命
に
よ
り
戦
闘
行
動
を
停
止
し
、
九
月
三
日
米
軍

比
島
方
面
最
高
指
揮
官
に
対
す
る
降
伏
文
書
に
調
印
せ

り
。
八
月
二
十
九
日
十
七
時
以
降
、
余
に
与
え
ら
れ
た
る

作
戦
任
務
を
解
除
せ
ら
る
。（
第
一
項
の
み
）

参
謀
長
指
示

一
、
各
部
隊
は
特
に
軍
規
風
紀
を
厳
正
に
し
団
結
の
強
化
を
図

り
、
隊
伍
正
々
堂
々
と
行
動
し
、
皇
軍
の
威
容
を
発
揮
す

る
も
の
と
し
、
苟
も
軍
規
を
乱
す
者
は
直
ち
に
厳
重
に
処

断
す
る
も
の
と
す
。（
第
一
項
の
み
）

以
上
に
よ
り
副
官
よ
り
命
令
指
示
の
下
達
連
絡
あ
り
。
こ
の
間

集
合
者
全
員
心
そ
こ
に
あ
ら
ず
、
放
心
せ
る
も
の
の
ご
と
し
。
我

が
大
隊
唯
一
人
の
職
業
軍
人
楠
田
少
佐
も
流
石
に
顔
面
蒼
白
、
緊

張
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
解
散
後
た
だ
ち
に
全
員
に
命
令
指
示
の

伝
達
を
す
る
。
中
隊
長
と
し
て
の
そ
の
後
の
言
葉
を
み
つ
け
る
こ

と
が
出
来
ず
大
命
の
い
た
す
と
こ
ろ
な
れ
ど
く
や
し
さ
は
つ
き

ず
。戦
局
を
か
え
り
み
て
わ
れ
に
糧
秣
、
兵
器
、
弾
薬
、
医
薬
品
と

す
べ
て
の
補
給
に
こ
と
を
か
き
、
戦
意
■
揚
の
す
べ
を
失
う
。
こ

の
時
、
大
命
を
拝
受
す
る
。
我
が
大
隊
の
運
命
を
思
え
ば
一
瞬
安

■
を
お
ぼ
え
わ
れ
に
か
え
る
。
安
■
と
躊
躇
の
交
錯
す
る
な
か
で

生
き
る
べ
し
と
、
生
へ
の
執
着
が
わ
く
。
私
は
軍
人
と
し
て
い
つ

だ
つ
せ
ざ
り
し
か
、
人
間
と
し
て
は
如
何
に
、
直
立
不
動
の
な
か

に
悔
恨
に
も
似
た
も
の
が
一
瞬
よ
ぎ
っ
た
。
立
野
指
揮
班
長
の

「
注
目
」
の
声
に
助
け
ら
れ
た「
悔
い
る
も
よ
し
、
悔
い
ざ
る
も
よ

し
、
無
心
あ
る
の
み
。
大
命
の
い
た
す
と
こ
ろ
道
あ
り
。

」
と
転
迷

開
悟
す
る
「
大
御
心
を
奉
し
残
念
の一
言
に
つ
き
る
。

」
と
か
ろ
う

じ
て
言
葉
に
な
っ
た
。

九
月
十
二
日
、
大
隊
は
十
五
日
集
結
地
へ
出
発
。
第
二
中
隊
樺

沢
小
隊
は
先
発
隊
と
な
り
十
四
時
出
発
。
遠
藤
軍
曹
は
患
者
収
容

所
へ
患
者
受
領
の
た
め
出
発
す
る
。
九
月
十
三
日
、
各
隊
転
進
準

備
、
本
日
天
候
快
晴
、
全
員
心
中
暗
雲
満
つ
る
運
命
と
は
い
え
、

な
ん
と
酷
な
る
も
の
か
。
九
月
十
四
日
、
転
進
準
備
完
了
し
出
発

を
待
つ
。
行
く
先
の
不
安
を
秘
め
、
そ
れ
ぞ
れ
日
記
を
記
す
も
の
、

又
素
足
の
行
軍
に
あ
み
あ
げ
靴
の
あ
り
が
た
み
を
語
り
あ
う
も



の
、
ま
た
必
要
が
生
ん
だ
草
鞋
、
火
打
石
等
の
効
用
、
そ
れ
ぞ
れ

転
進
中
の
過
ぎ
た
思
い
出
に
花
が
咲
い
て
い
る
。

九
月
十
五
日
、
大
隊
長
出
発
に
あ
た
り
訓
示
一
、
兵
の
身
上
の

世
話
　
二
、
軍
紀
の
厳
正
　
三
、
団
結
の
強
固
　
四
、
統
帥
の
厳

正
、
本
日
は
前
日
に
か
わ
り
朝
よ
り
厚
い
雲
が
か
か
り
全
員
の
士

気
が
あ
が
ら
ず
。
望
郷
の
念
は
つ
の
る
。
一
日
の
び
た
出
発
で
あ

る
が
、
全
員
最
後
ま
で
軍
衣
の
補
修
洗
濯
、
宿
舎
の
掃
除
、
周
囲

の
清
掃
と
、
立
つ
鳥
あ
と
を
に
ご
さ
ず
の
お
し
え
。
指
揮
班
長
の

一
致
協
力
ぶ
り
有
り
難
い
こ
と
で
あ
る
。
九
月
十
六
日
、
大
隊
は

午
前
五
時
出
発
、
先
遣
隊
原
田
曹
長
の
誘
導
に
よ
り
十
一
時
三
十

分
「
フ
グ
」
到
着「
ダ
ビ
ッ
ク
」
よ
り
背
お
っ
て
来
た
、
「
バ
ナ
ナ
」

南
京
豆
に
最
後
の
別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら
腹
を
満
た
す
。
こ
の
日

我
々
の
得
た
情
報
に
よ
れ
ば
、
一
、
比
島
の
米
軍
は
「
ク
リ
ス
マ

ス
」
に
全
員
帰
還
　
二
、
集
合
地
へ
集
結
し
た
部
隊
よ
り
順
次
一

日
四
千
人
単
位
で
日
本
へ
送
還
す
る「
デ
マ
」

。
樺
沢
少
尉
よ
り
本

部
伝
達
事
項
の
連
絡
。
一
、
武
装
解
除
地
点
迄
現
地
よ
り
約
五
キ

ロ
　
二
、「
カ
ダ
ヤ
ン
」
河
を
渡
河
、
乗
車
地
点
迄
五
キ
ロ
、
三
、

本
日
は
現
在
地
「
フ
グ
」
に
宿
営
。
四
、
出
発
明
十
六
日
午
前
六

時
以
上
。
大
隊
は
各
隊
宿
営
の
準
備
、
第
二
中
隊
宿
営
地
付
近
に

は
現
住
民
が
多
数
は
い
り
こ
ん
で
隊
員
と
談
笑
、
物
品
の
取
引
交

換
が
し
き
り
で
あ
る
。

九
月
十
七
日
、
大
隊
は
武
装
解
除
地
点
へ
向
け
出
発
。
カ
ガ
ヤ

ン
河
渡
地
点
到
着
乗
車
、
米
兵
は
口
笛
を
吹
き
な
が
ら
陽
気
に
作

業
。
比
島
人
の
傭
兵
は
横
柄
な
も
の
で
あ
る
。
み
る
と
中
村
少
尉

が
「
ピ
ス
ト
ル
」
で
時
計
を
没
収
さ
れ
る
。
隣
で
は
軍
票
ほ
か
珍

し
い
も
の
と
み
る
と
取
り
あ
げ
て
い
る
よ
う
だ
。
覚
悟
は
し
て
い

た
が
な
さ
け
な
い
や
ら
腑
甲
斐
な
い
や
ら
、
降
伏
の
あ
じ
ひ
と
し

お
で
あ
っ
た
。
第
二
河
渡
地
点
に
到
着
、
こ
こ
で
は
米
軍
の
み
の

作
業
隊
で
な
か
な
か
紳
士
的
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
直
ち
に
車
両
を

乗
り
替
え
「
エ
チ
ア
ゲ
」
に
到
着
す
る
。
最
後
の
検
査
を
褌
一
本

で
受
け
る
。「
Ｄ
Ｄ
Ｔ
」

の
洗
礼
と
は
何
と
も
は
や
、
「
シ
ャ
ワ
ー
」

の
後
、
被
服
等
一
切
の
支
給
を
受
け
所
持
品
の
検
査
で
す
べ
て
を

終
わ
る
。
幕
舎
で
一
泊
の
予
定
ら
し
い
。
給
与
は
朝
夕
二
回
、
本

日
は
徳
永
大
佐
殿
と
行
動
を
共
に
す
る
。
九
月
十
八
日
、
午
前
一

時
予
定
が
変
更
さ
れ
「
ト
ラ
ッ
ク
」
に
て
出
発
す
る
。
途
中
故
障

「
サ
ン
ホ
セ
」
に
到
着
、
十
二
時
我
々
は
途
中
現
地
人
よ
り
投
石
、

ま
た
「
生
卵
」
を
投
げ
ら
れ
る
。
罵
声
を
あ
び
せ
ら
れ
る
。
こ
れ

に
耐
え
な
が
ら
思
う
の
は
祖
国
の
こ
と
ば
か
り
。
今
夕
は
収
容
所



に
一
泊
の
予
定
と
な
る
。
給
与
は
米
軍
携
行
糧
秣（
レ
ー
シ
ョ
ン
）

を
支
給
さ
れ
る
。
珍
し
さ
に
ひ
と
と
き
の
花
が
咲
く
。
楠
田
大
隊

長
と
は
解
除
さ
れ
て
よ
り
連
絡
な
し
。

九
月
十
九
日
、
本
日
未
明
、
予
定
変
更
さ
れ
「
タ
ガ
イ
タ
イ
」

行
輸
送
列
車
に
乗
車
、
仮
収
容
所
に
入
所
す
る
。
九
月
二
十
日
、

今
日
よ
り
折
た
た
み
式
「
ベ
ッ
ト
」
に
毛
布
の
生
活
が
や
っ
と
出

来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
身
の
ま
わ
り
の
整
理
に
忙
し
い
。
九
月
二

十
一
日
、
住
ま
い
が
落
ち
着
く
と
早
く
も
食
べ
物
の
話
が
始
ま
っ

た
。
ど
こ
も
皆
同
じ
話
で
花
が
咲
い
て
い
る
よ
う
だ
。
九
月
二
十

二
日
、
現
住
民
が
早
速
「
フ
ェ
ン
ス
」
ご
し
に
食
べ
物
を
み
せ
び

ら
か
し
て
さ
か
ん
に
手
ま
ね
き
す
る
。
九
月
二
十
三
日
、
今
日
も

故
郷
の
名
物
、
み
や
げ
も
の
の
自
慢
話
ば
か
り
で
あ
る
。
九
月
二

十
四
日
、
柵
ご
し
の
現
地
人
が
目
に
あ
ま
る
の
で
米
兵
が
威
嚇
、

時
に
は
発
砲
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
九
月
二
十
五
日
、
帰
国
の
話

は
遠
の
く
ば
か
り
。
今
日
も
お
は
ぎ
、
ぼ
た
■
、
食
べ
物
の
話
ば

か
り
で
あ
る
。
九
月
二
十
六
日
、
私
も
つ
い
に
歯
の
金
冠
を
は
ず

し
■
の
缶
詰
と
交
換
を
す
る
は
め
と
な
っ
た
。
空
腹
と
は
何
と
あ

さ
ま
し
き
も
の
か
な
。
久
し
ぶ
り
の
舌
づ
つ
み
も
一
瞬
の
夢
の
ご

と
し
。
九
月
二
十
七
日
、
午
後
二
時
よ
り
予
防
接
種
を
受
け
る
。

十
月
一
日
、
今
日
で
武
装
解
除
以
来
十
五
日
に
な
る
。
仮
収
容

所
の
毎
日
に
望
郷
の
念
が
つ
の
る
ば
か
り
。
相
変
わ
ら
ず
松
本
中

尉
、
小
川
少
尉
、
佐
藤
大
尉
等
酒
飲
み
が
顔
を
あ
わ
せ
て
の
地
酒

の
自
慢
話
に
酔
っ
て
い
る
。
内
地
送
還
も
取
り
ざ
た
さ
れ
る
も
う

わ
さ
ば
か
り
で
あ
る
。
十
月
二
日
、
今
朝
も
雨
だ
。
入
所
以
来
雨

の
毎
日
で
あ
る
「
タ
ー
ル
」
湖
畔
の
高
原
地
帯
に
あ
る
幕
舎
は
、

続
く
雨
に
一
帯
を
い
つ
も
ぬ
か
る
み
に
さ
れ
る
。
久
方
ぶ
り
に
幕

舎
長
根
本
少
佐
殿
と
顔
を
あ
わ
し
、
食
事
の
話
か
ら
食
器
が
一
九

四
五
年
製
で
あ
る
こ
と
か
ら
物
量
の
豊
か
さ
、
装
備
の
優
秀
さ
へ

と
は
ず
む
。
し
か
し
、
お
か
ゆ
の
給
与
で
は
満
腹
感
が
な
い
。
そ

れ
で
も
時
が
く
る
と
支
給
の
食
器
を
も
っ
て
並
ぶ
こ
と
の
く
り
か

え
し
で
あ
る
。
所
内
の
会
話
も
落
着
き
を
取
り
も
ど
し
て
き
た
よ

う
だ
。
剣
道
の
話
が
飛
び
出
し
て
「
ビ
ッ
ク
リ
」
志
村
部
長
、
近

藤
先
生
、
久
田
先
輩
と
な
つ
か
し
い
人
が
思
い
浮
か
び
、
話
に
活

気
が
満
ち
大
変
楽
し
い
一
日
で
あ
っ
た
。
早
く
昔
話
の
で
き
る
日

が
待
ち
遠
し
い
。
十
月
三
日
、
今
日
は
演
芸
会
が
開
か
れ
楽
し

か
っ
た
。
思
え
ば
南
方
転
進
の
た
め
九
州
日
出
生
台
（
久
留
米
師

団
の
演
習
場
）
に
駐
屯
し
た
時
を
思
い
出
し
た
。
今
日
と
同
じ
よ

う
に
慰
問
団
の
方
々
の
熱
演
に
感
謝
感
激
し
た
こ
と
で
あ
る
。
久



方
ぶ
り
に
森
町
の
思
い
出
に
熟
睡
す
る
。
楽
し
い
夢
と
は
こ
う
し

た
も
の
か
。
十
月
四
日
、
今
日
も
昨
夜
よ
り
の
雨
で
地
面
が
ゆ
る

む
。
米
軍
機
が
上
空
を
飛
ぶ
と
昭
南
の
思
い
出
が
め
ぐ
る
。
三
島

大
尉
殿
、
永
代
軍
医
殿
、
石
井
軍
医
殿
等
そ
の
他
お
世
話
に
な
っ

た
方
々
は
と
、
思
い
出
す
に
つ
れ
め
ぐ
り
め
ぐ
っ
て
く
る
気
分
は

お
も
い
。
今
日
の
天
候
に
同
じ
。
本
日
よ
り
給
与
米
二
百
グ
ラ
ム

半
分
と
な
る
。
第
二
回
予
防
接
種
。
十
月
五
日
、
今
日
も
演
芸
会

が
開
か
れ
る
。
一
人
芝
居
の
だ
し
も
の
が
一
等
賞
を
受
け
た
。
昨

日
の
注
射
の
た
め
か
頭
が
お
も
く
、
発
熱
気
味
で
あ
る
。
く
る
日

に
希
望
も
な
く
給
与
も
十
分
で
な
い
な
か
で
は
、
食
べ
物
の
話
に

終
始
す
る
の
も
や
む
な
し
か
。

十
月
六
日
、
久
方
ぶ
り
の
晴
天
に
冷
気
加
わ
る
祖
国
の
肉
親
は

い
か
に
あ
り
や
、
今
日
突
然
出
所
不
明
の
「
怪
ニ
ュ
ー
ス
」
幕
舎

に
つ
た
わ
る
。

一
、
南
鮮
陸
海
軍
要
員
輸
送
の
為
輸
送
船
十
一
日
「
マ
ニ
ラ
」

港
出
航
予
定
。

二
、「
タ
テ
ッ
ル
ソ
ン
」「
ミ
ン
ダ
ナ
オ
」
に
七
隻
入
港
、
二
万

三
千
人
を
輸
送
、
患
者・
邦
人
婦
女
子
を
第一
と
し
残
余

を
旧
軍
人
に
あ
て
る
。

三
、
一
週
間
以
内
に
酒
保
を
開
設
す
る
。

以
上
「
デ
マ
」
で
な
い
こ
と
を
ひ
っ
し
に
祈
っ
た
。
十
月
七
日
、

今
日
も
早
朝
よ
り
太
陽
が
輝
い
て
「
ラ
ジ
オ
」
体
操
も
一
団
と
力

が
入
る
。
昨
夕
急
に
臨
時
点
呼
が
召
集
さ
れ
る
。
情
報
に
よ
れ
ば

糧
秣
庫
に
何
者
か
が
侵
入
、
Ｍ
Ｐ
に
射
殺
さ
れ
た
者
が
あ
っ
た
と

の
こ
と
で
、
所
長
の
注
意
に
よ
り
明
確
と
な
り
、
静
け
さ
を
と
り

も
ど
す
。
給
与
減
量
に
対
す
る
「
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
」
か
、
皆
に
不

安
の
き
ざ
し
を
み
る
。
十
月
八
日
、
早
朝
よ
り
の
雨
で
雲
が
い
っ

ぱ
い
で
あ
る
。
軍
医
に
よ
る
乗
船
要
員
の
選
定
が
あ
る
ら
し
い

と
、
之
も
「
デ
マ
」
ら
し
い
。
十
月
九
日
、
第
一
回
乗
船
帰
還
説

は
「
デ
マ
」
に
終
わ
る
。
天
候
は
よ
し
体
調
も
何
時
に
な
く
快
調
。

十
月
十
日
、
早
朝
よ
り
雨
降
り
し
き
る
。
兵
は
就
役
の
た
め
集

合
ご
苦
労
様
で
す
。
十
月
十
一
日
、
本
日
米
軍
よ
り
の
情
報
と
し

て
、
乗
船
帰
還
近
し
と
第
三
回
予
防
接
種
を
受
け
る
。
夕
空
は
冴

え
大
変
に
美
し
い
が
、
注
射
の
た
め
か
体
が
だ
る
い
。
十
月
十
二

日
、
今
日
も
晴
天
で
暮
ら
し
良
い
気
候
だ
が
風
強
し
。
十
月
十
三

日
、
変
化
の
な
い
仮
収
容
所
生
活
は
退
屈
だ
。
十
月
十
四
日
、
淋

し
さ
に
「
椰
子
の
実
」
の
歌
を
口
に
す
る
。
十
月
十
五
日
、
今
日

は
と
な
り
か
ら
「
天
国
に
結
ぶ
恋
」「
青
葉
の
笛
」
が
聞
こ
え
て
く



る
の
に
聞
き
ほ
れ
て
口
づ
さ
む
。
歌
は
心
を
い
や
し
て
く
れ
る
。

十
月
十
六
日
、
退
屈
が
こ
う
じ
て
不
満
の
様
相
が
満
ち
る
。
食
べ

物
の
話
の
種
も
品
切
れ
の
よ
う
す
だ
。

十
月
十
八
日
、
本
部
に
呼
び
出
さ
れ
訊
問
が
始
ま
る
。
十
月
二

十
日
、
幕
舎
内
の
空
気
に
わ
か
に
い
そ
が
し
い
。
十
月
二
十
四
日
、

本
日
よ
り
幕
舎
単
位
の
会
議
始
ま
る
。
大
隊
長
更
送
問
題
を
主
体

と
し
て
討
議
さ
れ
る
。
新
旧
の
思
想
交
錯
し
て
一
致
を
み
ず
。
十

月
二
十
五
日
、
前
日
に
引
続
き
会
議
で
は
自
由
主
義
、
民
主
主
義

が
や
た
ら
飛
び
出
し
判
断
理
解
に
苦
し
む
ば
か
り
。
な
に
は
と
も

あ
れ
班
長
や
先
任
者
は
ご
苦
労
様
で
す
。
十
月
二
十
五
日
今
夕
、

第
六
十
六
中
隊
の
若
干
名
の
乗
船
の
た
め
幕
舎
を
あ
と
に
し
た
よ

う
だ
。
十
月
二
十
六
日
、
乗
船
も
「
デ
マ
」
の
連
続
で
内
地
と
の

連
結
も
な
く
「
デ
マ
」「
デ
マ
」
の
飛
び
か
う
な
か
で
の
明
け
暮
れ

で
あ
る
。
十
月
二
十
七
日
、
将
校
の
戦
犯
軍
事
裁
判
開
か
れ
る
と

の
情
報
が
流
れ
、
あ
ち
こ
ち
に
さ
さ
や
き
が
流
れ
る
。
十
月
二
十

八
日
、
軍
事
裁
判
の
話
題
で
悶
々
の
一
日
が
続
く
。
十
月
二
十
九

日
、
今
日
も
昨
日
と
変
わ
り
な
し
。
十
月
三
十
日
、
将
校
全
員
陣

地
構
築
の
た
め
強
制
就
労
の
■
し
き
り
。
十
月
三
十
一
日
、
十
月

も
終
わ
る
。
今
日
も
「
デ
マ
」
が
飛
び
か
う
。

十
一
月
一
日
、
今
日
は
久
々
に
内
地
の
毎
日・
読
売
新
聞
を
入

手
、
復
興
の
よ
う
す
を
知
る
こ
と
が
出
来
た
。
記
事
に
東
山
公
園

付
近
周
辺
が
出
て
い
た
。
む
さ
ぼ
り
読
ん
で
満
腹
し
、
す
こ
し
落

ち
着
く
こ
と
が
出
来
た
。
十
一
月
二
日
、
今
朝
は
風
も
な
く
晴
天

で
あ
る
。
仮
収
容
所
大
隊
長
に
よ
る
巡
視
が
実
施
さ
れ
る
。
十
一

月
三
日
、
明
治
節
の
一
日
こ
と
な
く
暮
れ
る
。

十
一
月
六
日
、
あ
ん
な
に
待
つ
こ
と
久
し
、
乗
船
命
令
を
本
日

受
領
す
。
し
か
し
、
喜
ぶ
気
配
よ
り
も
疑
心
暗
鬼
多
し
。
十
一
月

七
日
、
早
朝
仮
収
容
所
出
発
。
鉄
道
貨
車
に
分
乗
す
る
。
目
的
地

不
明
の
た
め
不
安
が
さ
き
ば
し
る
。
途
中
無
蓋
車
の
た
め
現
地
人

の
投
石
、
放
水
罵
声
に
あ
う
。
私
も
生
卵
を
な
げ
つ
け
ら
れ
た
。

あ
わ
れ
と
い
う
も
お
ろ
か
な
こ
と
で
あ
る
。
望
郷
に
思
い
を
よ

せ
、
ひ
た
す
ら
忍
の
一
字
あ
る
の
み
、
た
だ
日
本
に
帰
り
た
い
。

十
一
月
八
日
、
港
へ
つ
い
て
日
章
旗
を
み
る
も
ま
だ
帰
還
の
実
感

を
持
つ
こ
と
が
出
来
な
い
。
上
陸
用
舟
艇
に
分
乗
本
船
に
向
か

う
。
十
五
時
本
船
に
乗
船
す
る
。
甲
板
士
官
よ
り
本
国
送
還
船
と

聞
か
さ
れ
、
感
無
量
。
船
名
は
旧
海
軍
海
防
艦「
イ
オ
ウ
（
伊
王
）

」

で
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
。

十
一
月
九
日
「
マ
ニ
ラ
」
港
十
三
時
出
港
。
こ
こ
に
き
て
日
章



旗
を
仰
ぎ
み
、
自
分
の
■
に
涙
を
感
じ
た
。
航
海
中
は
も
っ
ぱ
ら

食
事
当
番
を
任
と
し
た
。
当
番
以
外
は
甲
板
に
出
ら
れ
な
い
た
め

船
倉
中
に
は
不
安
が
い
っ
ぱ
い
だ
。
ま
た
な
れ
ぬ
米
飯
と
「
ミ
ソ

汁
」
の
給
与
の
た
め
下
痢
患
者
の
続
出
で
、
早
速
厠
に
不
便
を
す

る
。
健
康
は
な
に
に
も
ま
さ
る
と
知
る
。
剣
道
に
出
会
い
修
練
を

受
け
た
た
ま
も
の
と
感
謝
せ
り
。
十
一
月
十
日
、
今
日
も
食
事
当

番
、
船
倉
の
不
安
以
前
消
え
ず
。
十
一
月
十
一
日
、
鍛
え
た
身
体

に
感
謝
し
な
が
ら
食
事
当
番
に
つ
く
。
十
一
月
十
二
日
、
下
痢
患

者
相
変
わ
ら
ず
増
す
ば
か
り
、
祖
国
の
港
を
目
前
に
涙
を
の
ん
だ

者
も
あ
る
と
か
。
十
一
月
十
三
日
、
甲
板
士
官
よ
り
本
国
ち
か
し

の
説
明
を
受
け
る
も
水
平
線
の
み
で
実
感
な
し
。
い
ま
だ
不
安
の

み
。
十
一
月
十
四
日
、
九
州
鹿
児
島
湾
に
入
る
。
島
影
を
み
て
落

涙
す
る
。
涙
が
口
に
入
る
、
涙
と
は
こ
ん
な
味
の
す
る
も
の
な
の

か
。
い
つ
ま
で
も
忘
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

十
一
月
十
五
日
、
加
治
木
港
に
上
陸
、
復
員
局
の
手
続
き
を
お

え
る
。
焼
跡
の
帖
左
駅
を
十
六
時
十
七
分
発
に
て
名
古
屋
へ
向
か

う
。
長
い
捕
虜
生
活
か
ら
開
放
さ
れ
、
や
っ
と
自
由
の
身
と
な
っ

て
祖
国
の
大
地
を
足
下
に
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
窓
に「
ガ
ラ
ス
」

の
な
い
列
車
に
栄
養
失
調
の
身
を
や
っ
と
運
び
こ
む
。
食
事
を
す

る
に
も
金
が
な
い
。
帖
左
駅
で
は
復
員
局
で
支
給
さ
れ
た
金
を

「
芋
マ
ン
ジ
ュ
ウ
」
に
使
い
は
た
し
、
す
か
ん
ぴ
ん
で
あ
る
。
し
か

し
、
人
情
未
だ
地
に
落
ち
ず
。
車
中
で
銀
「
シ
ャ
リ
」
の
お
に
ぎ

り
を
い
た
だ
き
な
が
ら
乞
食
の
道
中
で
あ
っ
た
。
途
中
原
爆
の
広

島
で
車
両
交
換
で
停
車
を
し
た
の
で
悲
惨
な
よ
う
す
を
目
撃
し

た
。
語
ら
ず
の
な
か
に
一
同
犠
牲
者
に
黙
■
し
、
今
日
か
ら
の
復

興
へ
の
努
力
を
ち
か
う
。
列
車
に
乗
り
こ
む
も
栄
養
失
調
と
発
熱

の
身
の
悲
し
さ
、
な
か
な
か
窓
か
ら
す
べ
り
こ
め
な
い
。
み
か
ね

た
車
中
の
人
に
助
け
ら
れ
や
っ
と
の
り
こ
む
。
帰
国
し
て
早
々
に

同
胞
の
厚
い
親
切
に
ふ
れ
て
、
心
が
な
ご
む
こ
と
が
出
来
第
一
歩

を
名
古
屋
に
印
す
る
。

生
家
の
あ
と
は
焼
野
原
で
あ
る
。
そ
こ
に
立
っ
て
初
め
て
、
私

の
戦
後
が
始
ま
る
こ
と
を
自
覚
す
る
。
親
兄
弟
の
無
事
を
知
り
身

の
幸
せ
を
知
る
。
大
い
に
が
ん
ば
ろ
う
と
覚
悟
を
あ
ら
た
に
す

る
。
こ
こ
に
今
次
大
戦
に
参
加
し
た
経
過
の
概
要
と
教
育
、
転
進
、

降
伏
ま
で
の
記
憶
と
軍
隊
日
誌
を
た
ど
り
な
が
ら
所
感
と
反
省
を

加
え
記
す
こ
と
と
し
た
。

戦
友
た
ち
の
死
を
乗
り
越
え
大
御
心
に
添
う
事
を
堅
く
心
に
秘

め
瞑
想
の
中
に
筆
を
置
く
。




